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お茶の水女子大学 
ライフワールド・ウオッチセンター 

増田研究室 
 

―開講機関・連携機関― 

2014年2月13日     
【第5回知の市場年次大会】 
開講拠点と開講機関 
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お茶の水女子大学増田研究室の 
開講機関・連携機関としての特徴 

1.主眼 

高度な教養教育 

 

2.機能 

孵化(インキュベーション)機能 
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知の市場の拠点 
－お茶の水女子大学－ 

インキュベーション機能 

 2013年度 

 
 
 
 
 
 
 

高度な教養教育 

ﾗｲﾌﾜｰﾙﾄﾞ･ｳｫｯﾁｾﾝﾀｰ 
社会人教育 

 

 
 

韓国学 
規範科学基礎論 

8科目（中級3、基礎5） 
 

受講修了証を取得 

全学学部  
学部学生 

 
 
 

安全管理概論 
社会技術革新学概論 

3科目 
 

学校教育法に基づく単位の授与 

リベラルアーツ科目として 
１科目まで認定（リスク管理） 

サイエンスコミニュケーション実践論1,2 
サウジアラビア特論、企業法の基礎 
 化粧品の科学、現代環境法入門 

2013年度開講科目 
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区分 科目番号 科目名 
応募者 

(人) 
受講者 

(人) 
修了者 

(人) 
修了率 

(%) 

共
催
講
座 

前
期 

新規 CT304 
サイエンスコミュ
ニケーション実
践論2 

33 33 12 36 

新規 CT534 
サウジアラビア
特論 

10 10 4 40 

CT571 企業法の基礎 25 25 11 44 

後
期 

CT303 
サイエンスコミュ
ニケーション実
践論1 

13 13 

新規 CT445 化粧品の科学 61 49 

新規 CT573 現代環境法入門 18 18 

新規 CT721 韓国学1 19 19 

新規 CT135 規範科学基礎論 7 7 4 57 

合計 186 174 

関
連
講
座 

通年 リスク管理(演習) ≪学部≫ 28 19 11 58 

前期 社会技術革新学概論 ≪大学院≫ 30 30 18 60 

前期 安全管理学概論 ≪学部≫ 11 11 8 73 

合計 69 60 

総合計 255 234 
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2013年度の受講実績 

・8科目の共催講座を開講し、うち6科目が新規 

・新規開講科目は、サイエンスコミュニケーション、サウ
ジアラビア、化粧品、現代環境法、韓国、規範科学 

 →知の市場の展開が新たな分野に広がった 

・共催講座の受講者は合計174名、1科目当りの受講者
は約22名（2012年度は1科目当り24名） 

・関連講座の受講者は合計60名、1科目当りの受講者
は20名（2012年度は1科目当り約50名） 

 →この減少は安全管理学概論が必修科目から選択 

  科目になった結果である 
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男性 
59% 

女性 
41% 

2012年度 

男性 
57% 

女性 
43% 

2013年度 

応募者の属性：男女比 

男性が約60％、女性が約40％の傾向を維持 
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38% 

62% 

サイエンスコミュニ 

ケーション実践論1 

36% 

64% 

化粧品の科学 

78% 

22% 

現代環境法入門 

37% 

63% 

韓国学1 

43% 

57% 

規範科学基礎論 

70% 

30% 

サイエンスコミュニ 

ケーション実践論２ 

90% 

10% 

サウジアラビア特論 

72% 

28% 

企業法の基礎 

男性が多い科目：サウジアラビア特論、現代環境法入門など 
女性が多い科目：化粧品の科学、韓国学1など 

10代 

0% 

20代 

14% 

30代 

20% 

40代 

27% 

50代 

22% 

60代 

12% 

70代 

5% 

80代以上 

0% 

不明 

0% 
2012年度 10代 

0% 

20代 

14% 

30代 

24% 

40代 

20% 

50代 

26% 

60代 

13% 

70代 

3% 

80代以上 

0% 

不明 

0% 
2013年度 

応募者の属性：年齢分布 

現役世代が約80％を占める傾向を維持 
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20代 
23% 

30代 
16% 

40代 
15% 

50代 
23% 

60代 
23% 

サイエンスコミュニ 

ケーション実践論1 

10代 
2% 

20代 
26% 

30代 
28% 

40代 
15% 

50代 
21% 

60代 
6% 

70代 
2% 

化粧品の科学 

30代 
26% 

40代 
21% 

50代 
37% 

60代 
11% 

70代 
5% 

現代環境法入門 

20代 
27% 

30代 
5% 

40代 
5% 50代 

37% 

60代 
21% 

70代 
5% 

韓国学1 

30代 
28% 

40代 
43% 

50代 
29% 

規範科学基礎論 

20代 
9% 

30代 
22% 

40代 
21% 

50代 
21% 

60代 
21% 

70代 
6% 

サイエンスコミュニ 

ケーション実践論2 

30代 
10% 

40代 
30% 

50代 
30% 

60代 
10% 

70代 
20% 

サウジアラビア特論 

30代 
12% 

40代 
40% 

50代 
36% 

60代 
12% 

企業法の基礎 

30～50歳代が多い：サウジアラビア特論、現代環境法入門など 
20歳代が多い：化粧品の科学など 

東京都区内 

49% 

東京都下 

13% 

神奈川県 

12% 

埼玉県 

16% 

千葉県 

7% 

茨城県 

2% 

その他 

1% 

2013年度 

東京都区内 

52% 

東京都

下 
8% 

神奈川県 

11% 

埼玉県 

17% 

千葉県 

10% 

茨城県 

2% 

その他 

0% 

2012年度 

応募者の属性：居住地域 

東京が約６０％を占める傾向を維持 
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東京都区内 

54% 
神奈川県 

23% 

埼玉県 

15% 

茨城県 

8% 

サイエンスコミュニ 

ケーション実践論1 

東京都区

内 
43% 

東京都下 

11% 

神奈川県 

10% 

埼玉県 

16% 

千葉県 

15% 

茨城県 

5% 

化粧品の科学 

東京都区内 
44% 

東京都下 
5% 

神奈川県 
22% 

埼玉県 
17% 

千葉県 
6% 

その他 
6% 

現代環境法入門 

東京都区内 
47% 

東京都下 
26% 

神奈川県 
11% 

埼玉県 
11% 

千葉県 
5% 

韓国学 

東京都区内 
57% 東京都下 

15% 

神奈川県 
14% 

埼玉県 
14% 

規範科学基礎論 

東京都区

内 
60% 

東京都下 

9% 

神奈川県 

6% 

埼玉県 

13% 

千葉県 

9% 

その他 

3% 

サイエンスコミュニ 

ケーション実践論２ 

東京都区

内 
45% 東京都下 

33% 

埼玉県 

22% 

サウジアラビア 

東京都区

内 
48% 

東京都下 

8% 

神奈川県 

8% 

埼玉県 

28% 

千葉県 

4% 

茨城県 

4% 

企業法の基礎 

東京が最も多く、埼玉、神奈川、千葉がつづく 

土木・建設 
1% 

製造業 
27% 

三次産業 
36% 

医療・保健 
0% 

研究 
4% 

教員 
4% 

公務員 
5% 

学生・院生 
5% 

その他 
12% 

無職 
6% 

2012年度 
土木・建設 

2% 

製造業 
40% 

三次産業 
26% 

医療・保健 
0% 

研究 
4% 

教員 
2% 

公務員 
3% 

学生・院生 
6% 

その他 
10% 

無職 
7% 

2013年度 

応募者の属性：業種 

製造業、三次産業が約６０％を占める傾向を維持 
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土木・建設 
0% 

製造業 
23% 

三次産業 
38% 

教員 
8% 

公務員 
8% 

その他 
15% 

無職 
8% 

サイエンスコミュニ 

ケーション実践論1 

土木・建設 
0% 

製造業 
54% 三次産業 

17% 

研究 
2% 

教員 
5% 

公務員 
2% 

学生・院生 
9% 

その他 
8% 

無職 
3% 

化粧品の科学 
土木・建設 

5% 

製造業 
39% 

三次産業 
17% 

公務員 
6% 

その他 
22% 

無職 
11% 

現代環境法入門 土木・建設 
5% 

製造業 
26% 

三次産業 
21% 

研究 
5% 

学生・院生 
16% 

その他 
11% 

無職 
16% 

韓国学 
土木・建設 

0% 

製造業 
28% 

三次産業 
43% 

無職 
29% 

規範科学基礎論 

土木・建設 
0% 

製造業 
40% 

三次産業 
24% 

研究 
9% 

教員 
3% 

公務員 
6% 

学生・院生 
3% その他 

12% 

無職 
3% 

サイエンスコミュニ 

ケーション実践論２ 土木・建設 
0% 

製造業 
50% 三次産業 

40% 

研究 
10% 

サウジアラビア 
土木・建設 

12% 

製造業 
32% 

三次産業 
20% 

研究 
8% 

公務員 
4% 

その他 
12% 

無職 
12% 

企業法の基礎 

サイエンスコミュニケーション実践論1と韓国学1において製造業
の割合が少ない 

0回 
55% 

1回 
8% 

2回 
4% 

3回 
4% 

4回 
4% 

5回 
3% 

6回 
3% 

7回 
3% 

8回以上 
16% 

不明 
0% 

8

回 
0% 

9回 
0% 

10回 
0% 

11回 
0% 

12回 
0% 

13回 
0% 

2012年度 

0回 
53% 

1回 
9% 

2回 
5% 

3回 
5% 

4回 
2% 

5回 
5% 

6回 
2% 

7回 
3% 

8回以上 
15% 

不明 
0% 

8回 
0% 

9回 
0% 

10回 
0% 

11回 
0% 

12回 
0% 

13回 
0% 

2013年度 

応募者の属性：継続受講 

初めての受講者が約50％を占める傾向を維持 
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0回 
50% 

1回 
8% 3回 

8% 

6回 
8% 

8回以上 
25% 

サイエンスコミュニ 

ケーション実践論1 

0回 
63% 

1回 
5% 

2回 
3% 

3回 
2% 

4回 
2% 

5回 
5% 

8回以上 
20% 

化粧品の化学 

0回 
44% 

1回 
17% 

2回 
17% 

8回以上 
22% 

現代環境法入門 

0回 
63% 

2回 
5% 

3回 
5% 

4回 
5% 

5回 
5% 

7回 
11% 

8回以上 
5% 

韓国学 

0回 
86% 

2回 
14% 

規範科学基礎論 

0回 
42% 

1回 
18% 2回 

3% 

3回 
12% 

4回 
3% 

5回 
6% 

6回 
3% 

8回以上 
12% 

サイエンスコミュニ 

ケーション実践論2 

0回 
20% 

1回 
10% 

3回 
10% 

5回 
10% 

6回 
10% 

7回 
20% 

8回以上 
20% 

サウジアラビア 

0回 
20% 

1回 
16% 

2回 
12% 

3回 
4% 

4回 
8% 

5回 
12% 

6回 
8% 

7回 
8% 8回以上 

12% 

企業法の基礎 

男性が多い科目：サウジアラビア特論、現代環境法入門など 
女性が多い科目：化粧品の科学、韓国学1など 

HP 
31% 

メール 
25% 

新聞雑誌 
2% 

パンフレット・ポ

スター 
0% 

口コミ 
10% 

上司あるいは

教育部門の指

示 
12% 

その他 
20% 

不明 
0% 

2012年度 

HP 
32% 

メール 
30% 

新聞雑誌 
2% 

パンフレッ

ト・ポスター 
1% 

口コミ 
8% 

上司あるいは

教育部門の指

示 
15% 

その他 
12% 

不明 
0% 

2013年度 

応募者の属性：講座を知った情報源 

HP、メール、上司あるいは教育機関の指示による
受講の増加傾向を維持 
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HP 
32% 

メール 
42% 

パンフレッ

ト・ポス

ター 
5% 

口コミ 
5% 

上司

ある

いは

教育

部門

の指

示 
5% 

その他 
11% 

サイエンスコミュニ 

ケーション実践論1 

HP 
38% 

メール 
20% 

新聞雑誌 
6% 

口コミ 
3% 

上司あるい

は教育部門

の指示 
22% 

その他 
11% 

化粧品の化学 

HP 
33% 

メール 
28% 新聞雑誌 

5% 

口コミ 
11% 

上司あるい

は教育部門

の指示 
6% 

その他 
17% 

現代環境法入門 

HP 
24% 

メール 
29% パンフ

レット・ポ

スター 
6% 

口コミ 
6% 

その他 
35% 

韓国学 

HP 
56% 

メール 
11% 

口コミ 
11% 

上司あるい

は教育部門

の指示 
22% 

規範科学基礎論 

HP 
30% 

メール 
37% 

口コミ 
13% 

上司あるい

は教育部

門の指示 
7% 

その他 
13% 

サイエンスコミュニ 

ケーション実践論2 

HP 
34% 

メール 
33% 

口コミ 
33% 

サウジアラビア 

HP 
30% 

メール 
52% 

口コミ 
7% 

上司ある

いは教育

部門の指

示 
4% 

その他 
7% 

企業法の基礎 

口コミが多い科目：サウジアラビア特論、韓国学など 

上司あるいは教育機関の指示が多い科目：化粧品の科学など 

2014年度開講科目 
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区分 科目番号 科目名―副題 

共催
講座 

前
期 

新規 CT136 
規範科学事例研究１―社会の諸々のリス
ク・マネジメントの実際を検証する 

継続 CT534 

サウジアラビア特論―生活の安全保障の視
点からサウジアラビア石油の安定供給の日
本にとっての意味を考える 

後
期 

新規 CT137 
化学物質総合経営学事例研究１―国際的
枠組みと企業の自主管理活動を検証 

継続 CT541 
金融特論２―金融におけるリスクとリターン
の正体を探る 

新規 CT574 
法学入門―実践的考察を通じたリーガルマ
インドの涵養 

関連
講座 

通
年 

学部 
リスク管理(演習) 

前
期 

大学院 
化学物質総合管理学 
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2014年度の開講方針と概要 

 ・共催講座5科目（うち2科目が継続、3科目が
新規科目）関連講座2科目 

 ・関連講座の内1科目は大学院生を対象とし
た科目 

 ・共催講座の科目は、リベラルアーツ「生活世
界の安全保障」の「リスク管理(演習)」を履修
したものとして2単位を取得することができる 

19 

 構造改革の孵化機能、新規開拓の孵化機能を強化 

今後の方針 

20 

・新規開拓と構造改革の孵化機能
を高める 

 

・自主的な活動としての基盤の確立 

 


